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§１．研究成果の概要 

 

本プロジェクトで行う実験の基礎となる実験の成果を報告する論文が、2020 年度中にアクセプトさ

れた。認知症を予防するための会話支援技術、共想法の効果検証論文である。 

本プロジェクトでは、コロナ禍でニーズが顕在化した、在宅で実施可能なタブレットを用いた会話によ

る認知機能介入を予定している。 

これに対し、基礎となる実験に関する論文は、対面の会話による認知機能介入を行うものである。 

コロナ禍以前に、ロボットが司会する写真を用いた会話による認知機能介入プログラム（PICMOR）の

ランダム化対照群付比較試験を行い、本プロジェクト開始前に投稿していたが、プロジェクト開始後に

査読結果を受けて追加解析を行った。 

基礎となる実験では、65名の高齢者の方を 4-5名 1グループ、16グループに分け、8 グループず

つ、一方は雑談、一方は共想法のプログラムに参加頂き、前後に認知機能検査と、前後変化を見るた

めの雑談を行った。実験を通じて明らかになったことは以下の通りである。 

1) 普通の雑談と比べた時に共想法の会話に参加した人は、言葉をすらすら取り出す機能（言語流

暢性）が向上する傾向にあった。 

2) 普通の雑談と比べて共想法の会話では、話題提供、質問、回答が多く含まれることや、使われ

た単語の種類が、単語数に対して多いことが分かった。 

3) 1)の結果の機序解明にはさらなる研究が必要であるが、2)の結果から示されるように、ルールに

沿って、話題提供、質問、回答を一つずつていねいに、着実に実行したためと考えられる。 

すなわち、対面の会話による認知機能介入が、認知機能のうち、言語流暢性という認知機能に訓練

効果があることを実証した。 

また、本プロジェクトで行う実験で用いる、上記 PICMOR プログラムを、高齢者が、在宅、オンライン

で実施できる、コロナ禍でも利用可能なスマートフォンおよびタブレットアプリケーションを開発した。 

 

 

§２．研究実施体制 

 

（１）理化学研究所グループ 

① 研究代表者：大武 美保子 （理化学研究所 革新知能統合研究センター チームリーダー） 

② 研究項目 

・高齢社会のための AI: AIにより促進される認知機能訓練のための基礎研究と実用

的なツールの開発 
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